
コラム
column

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
集
落
だ
っ

た
場
所
に
次
第
に
墓
を
造
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
遺
跡
の
北
東
に
は
稲
荷
台
遺

跡
が
広
が
っ
て
い
る
。
県
立
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に

伴
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
薬

師
耕
地
前
遺
跡
よ
り
少
し
後
の
時
代

の
住
居
跡
が
60
軒
以
上
確
認
さ
れ
て

た
大
集
落
跡
で
あ
る
。
薬
師
耕
地
前

遺
跡
の
集
落
で
生
活
し
て
い
た
人
々

が
移
っ
て
形
成
し
た
集
落
の
可
能
性

が
あ
る
。

　
薬
師
耕
地
前
遺
跡
は
当
時
の
葬
送

方
法
や
文
化
が
上
尾
市
域
に
も
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
と

も
に
、
遺
跡

周
辺
の
人
々

の
動
き
な
ど

地
域
の
歴
史

を
復
元
す
る

上
で
も
重
要

な
遺
跡
で
あ

る
。（
上
尾
市

生
涯
学
習
課
）

　

昭
和
51
年
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
の
建
設
予
定
地
で
、
薬
師
耕
地

前
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
弥
生
時
代
末
期
か
ら
古

墳
時
代
初
め
の
住
居
跡
の
他
、
方
形

周
溝
墓
と
呼
ば
れ
る
遺
構
が
確
認
さ

れ
た（
写
真
１
）。
方
形
周
溝
墓
は
溝

を
方
形
に
掘
っ
て
区
画
し
、
内
側
に

土
を
盛
っ
て
中
央
に
遺
骸
を
埋
葬
し

た
墓
で
あ
る
。
上
尾
市
域
で
は
10

メ
ー
ト
ル
四
方
程
度
の
規
模
が
一
般

的
で
、
溝
に
よ
っ
て
大
き
く
区
画
さ

れ
て
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
鉄
製
武

器
・
装
飾
品
な
ど
の
豪
華
な
副ふ
く
葬そ
う
品ひ
ん

が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
古
墳
が
定

着
す
る
以
前
に
、
地
域
の
有
力
者
が

葬
ら
れ
た
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
薬
師
耕
地
前
遺
跡
で
は
７
基
の
方

形
周
溝
墓
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
溝
か
ら
壺つ
ぼ
・
甕か
め
・
高た
か
坏つ
き
な
ど
の
墓

に
供
え
ら
れ
た
土
器
が
出
土
し
た

（
写
真
２
）。
特
徴
的
な
の
は
壺
形
土

器
の
底
に
穴
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、

副
葬
用
と
し
て
日
常
生
活
で
使
う
土

器
と
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
２
基
の
方
形
周
溝
墓
に
は

遺
骸
を
埋
葬
し
た
主
体
部
が
残
存
し

て
お
り
、
葬
ら
れ
た
人
物
の
権
威
を

示
す
鉄
剣
や
ガ
ラ
ス
製
の
玉
、
石
製

の
管く
だ
玉た
ま
な
ど
の
装
飾
品
が
出
土
し
た

（
写
真
３
）。
こ
の
よ
う
な
葬
送
の
方

法
は
、
当
時
の
先
進
地
域
で
あ
る
西

日
本
か
ら
稲
作
の
技
術
な
ど
と
同
時

に
伝
わ
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
薬
師
耕
地
前
遺
跡
に
葬
ら
れ
た

人
々
は
稲
作
の
指
導
や
他
集
落
と
の

調
整
を
行
い
有
力
者
と
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
住
居
跡
を
壊

し
て
造
ら
れ
て
い
る
方
形
周
溝
墓
が

　上尾市内には18基の方形周溝墓が確認さ
れている。瓦葺の坂上遺跡で見つかった方
形周溝墓は薬師耕地前遺跡と同様に主体部
が残存し、鉄剣や玉類が出土した（写真１）。
荒川流域に伝わった葬送方法が、上尾市東
部の綾瀬川流域にも伝わっていたことが分
かった。
　方形に掘られた溝のそれぞれの角には壺
形土器が供えられていた。当時の特徴とし
て壺形土器の底に穴を開け、日常生活で使

う土器と区別している点が挙げられる。こ
の土器は底部穿

せん
孔
こう
土器と呼ばれている。坂

上遺跡では穴の開いた底部が土器の近くに
捨てられていた。さらに土器を焼く前に穴
を開けた土器も出土した（写真₂）。この土
器は最初から方形周溝墓に供えるために作
られたと考えられ、焼いた後に穴を開ける
土器より後の時代のものである。遺跡内で
の葬送方法の移り変わりや、土器の使用方
法を解明する手掛かりとなる土器である。

有
力
者
の
墓

�
～
薬や

く

師し

耕こ
う

地ち

前ま
え

遺
跡
の
方ほ

う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼ

形
周
溝
墓
群
～

坂
さかのうえ

上遺跡の方形周溝墓と底部穿
せ ん

孔
こ う

土器

写真１
出土した管
玉（左）と鉄
剣

写真₂
焼く前に底
部に穴を開
けた土器

写真１　薬師耕地前遺跡で確認された方形周溝墓（昭和５１年）

２81

国道16
号

国道16
号

開平橋開平橋

平方公民館平方公民館

秀明英光高校秀明英光高校

リハビリ
テーション
センター

リハビリ
テーション
センター

西貝塚環境
センター
西貝塚環境
センター

原市分署原市分署

原市南小原市南小

つつじ苑つつじ苑
原市沼川原市沼川

瓦葺小瓦葺小

尾山台小尾山台小

薬師耕地前遺跡薬師耕地前遺跡

稲荷台遺跡稲荷台遺跡

N

見
沼
代
用
水

尾
山
台
団
地

尾
山
台
団
地

さ
い
た
ま
栗
橋
線

Ｊ
Ｒ
東
北
本
線（
宇
都
宮
線
）

東
大
宮
駅 大
宮
↓

↑
蓮
田

荒
川

さ
い
た
ま
菖
蒲
線

（
第
二
産
業
道
路
）

N

上尾市

遺跡が語る上尾の歴史

写真₃　主体部から出土した
管玉（左）とガラス玉（右） 写真₂　方形周溝墓から出土した土器
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